
              

１． 竜田駅西側復興まちづくり推進に係る第 3回ワークショップが開催されました 

２． 竜田駅西側周辺、賑わいの空間創出について 
３． 現駅舎の活用方針について 

◆「竜田駅西側周辺の将来整備イメージ（案）」について 
 

 

平成 30 年 11 月 21 日(水)、みんなの交流館・な

らは CANvas にて、第 3 回竜田駅西側復興まちづ

くり推進に係るワークショップを開催しました。 

今回は、これまで出された竜田駅西側周辺につい

て「歩行者に優しい」というコンセプトを基に、「竜

田駅西側周辺の将来像整備イメージ（案）」を作成

し、意見交換を行いました。 

また、今後どのように賑わいづくりにつなげる

か、その主体はだれかについて話し合いました。 

さらに、現駅舎を保存活用する場合、利用の仕方

等について具体的に話し合いました。 

インフォメーション 

１.竜田駅西側復興まちづくり推進に係る第３回ワークショップが開催されました 
 

図：竜田駅西側周辺の将来像整備イメージ (案) 

写真：ワークショップの様子 

これまでのワークショップの意見やアイデアを基に、町から「竜田駅西側周辺の将来

像整備イメージ（案）」を示し、以下のような特徴を説明しました。(一部) 

 

 

 

 

裏面にも続きます 

●全体を和のイメージで「ほっこり」する雰囲気に。一部、石畳風に見えるカラー舗装。 

 
●防災面から防災テントとなる東屋、防災

倉庫、かまどベンチを設置する。 

 

●地域内外の交流イベント等が行えるよう、

段差をなくしフラットにする。 

 

●歩行者に優しい区域を示すために、自

動車の減速を促すカラー舗装にする。 

 

●歩行者の安全を確保するための歩道

を設ける。(車道と歩道部分の明確化) 
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２.竜田駅西側周辺、賑わい空間の創出について 

【問い合わせ先】 

楢葉町 建設課 都市計画係  担当：渡邉・松本 

〒979-0696 福島県双葉郡楢葉町大字北田字鐘突堂 5番地の 6 

ＴＥＬ：0240-23-6106 ＦＡＸ：0240-25-1234 

Ｈ Ｐ：http://www.town.naraha.lg.jp/ 

竜田駅
西側周
辺につ
いて 

・まだ自動車優先の雰囲気がある。より「歩行者に優しい」空間にする。 

・自動車の減速させる色づかいがきつく、「ほっこり」しない。 

・電車に乗っていて、思わず駅に降りたくなるような、楢葉らしさのある雰囲
気にする。 

・駅前に地域のシンボル（シンボルツリーやモニュメント等）をつくる。 

・トイレは、高齢者、障がい者、乳幼児等が使える多目的トイレを設置する。 

賑わい
空間の
創出に
ついて 

・地域の核となる町民が主体となってイベントを行う。その上で、「誘う」、「来
る」、「見る」、「課題を共有する」、「提案する」というサイクルを作る。 

・毎週日曜日など定期的に、子どもを安心して遊ばせられるような、催しを行
う。 

・イベントを持続させるためのアイデアとして、ボランティアをポイント制に
して、溜まると何かサービスを受けられるようにしてはどうか。 

・大規模なイベントではなく、小さなことから回数を重ね、着実に実行委員、
参加者ともに楽しく行っていく事が大切。 
⇒ まずは集まろうと有志の方々10 数名が 12 月 5 日(水)、みんなの交流館

ならは CANvas にて「竜田駅西側エリアのこれからを考える会(仮称)」
として、このエリアの賑わいづくりについて話合いを行った。 

※ 次回は 1 月 16 日(水)18 時 00 分よりみんなの交流館・ならは CANvas
にて開催予定。 

 

 

町が示した「竜田駅西側周辺の将来像整備イメージ（案）」をもとに、竜田駅西側周辺、

賑わい空間の創出について話し合い、主に以下のようなアイデアや意見が出されました。 

たくさんのご意見をいただき、ありがとうございました！ 

「自分たちの町は自分たちで発展させていこう！」という熱い声が、初めの一歩として自分

達で集まり考えることに踏み出しました。今後も楢葉町では、竜田駅周辺のまちづくりを住民

のみなさまと力を合わせながら、みんなで推進していきたいと考えています。 

次回は 1月下旬頃開催予定です。多くの方のご参加お待ちしております。 

 ３.現駅舎の保存・活用について 

現駅舎については、これまで何らかの形で残していきたいと意見交換をしておりました
が、保存・活用にかかる工事費用、維持管理を考慮しながら話し合いを進めました。 

 

 
誰でも参加可能だよ。 

みんな誘って参加してね～ 

 

保存の
程度に
ついて 

・現在の位置に残し、壁を取り除き雨除けや日除けとして活用する。 

・現駅舎の待合室程度を残せるような活用をしたい。 

・現駅舎の部材の一部を活用し、規模縮小した施設として活用する。 

・椅子や看板等の備品だけを別の場所に移し活用する。 
(少なくても、「竜田駅」の看板だけ残す)。 

・解体し、現駅舎があったことが分かるようにモニュメントを設置する。 

活用方
法につ

いて 

・待合場所として、居心地のよい空間にしたい。 

・防災倉庫機能をもたせる。 
（その分、駅前広場に新たに防災倉庫が不要となるため広く使える） 

・サイクリングターミナルと連動し、自転車利用者の交流拠点にする。 

 


